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AbstraCtThis

　paper　deals　with　the　collaborative　system 　in　the　city

hall．　Recently　in　Japan ，　civic　space 　has　increased　in　clty

halls，　then　the　change 　systems 　from　the　focus　on 　citizens

needs ，　City　workers 　are 　expeCted 　to　coSlaborate 　with　other

workers 　on 　service 　windows 　to　facilitate　citizens
’
service

procedures．

1 ．背景 ・目的

　高度成長期 とバ ブル 期 に建て られ 築後 30 年 を超 え る庁

舎建築 は多く 、 今後 4 割 に達する と見られて い る
t ］

。そ の

た め施設の 耐震化を早急 に実施す る必 要 があ る。

　 ま た、わ が 国に お け る行政活 動が官か ら民 へ と枠組 み

が 変化 し、市庁舎 は市 民 重 視 の 場 へ と変 わ りつ つ あ る ．

市民が 活 動する 「市民空 間」 の 構成に着 目 した 論文
η

で は、
市庁 舎 の 面 積 拡 大 と共 に 「市 民 空 間j の 面積 も拡充す る

傾 向 が あ り、地 域 交 流 の 場 と して の 市 民 空 間の 必 要性 を

示 して い る。市 庁 舎の 窓 口形 態 に 着 目 した 論文
’3

で は 、窓

口 形 態 を事 務 空 間 ・客溜 ・パ ブ リ ッ ク ス ペ ース に 着 目 し

て 分 類 し、事 務 空 間が 短 冊型 か ら 平 面 囲 み型 、再 び 短 冊

形 へ と変成 し て い る こ とが示 され て い る。

　市庁舎 におけ る市民 ス ペ ー
ス の 変 化 は 、市民 の 市庁舎

利用 目的や 、市民 と市 との 接 点 で あ る市 民 窓 口 に も変 化

を も た らす と考 え られ 、窓 口 は 従来 の 行政機能 の み なら

ず 市 民 と の コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン を 図 るサ

ービス 業務 とし

て の 重 要性 が 高 くなる と考え られ る。また、近年 の 電子

化 や 人 口 減少社会 に よ っ て 、多能 工 化 した職員像 が 求 め

られ て お り
＊ 4、今 後市 民 に 対す る 職員間 の 協働 活 動が 重 要

に な っ て い くと予 想 され る。こ うし た 状 況 を踏ま え、本

稿 で は 市 民 サ
ー

ビ ス を行 う市 民 課 職 員 の 執 務 空 間 の 共 有

に つ い て 把 握 し、窓 口 業 務 に お け る コ モ ン ス ペ ース 利 用

に 関す る知見 を得 る こ とを 目的 とす る。築後 45 年が 経過

し、老 朽化 と耐震 不 足 に よっ て 施設 の マ ネジ メ ン ト方法

を検討 して い る 長野市庁舎
＊S
を取 り上 げ る。

2 ，調査方法

　平成 22 年 3 月 18 日 15 ：30〜17 ；00 に長野市 市 民課職

員 1 名、総務課職員 2 名 に対 して ヒ ア リン グ、観察調査

を 行な っ た。　 ヒ ア リン グ内容は執務者属性、業務 の 流

れ、共有空間の 使われ方に っ い て 伺 い 、観察調査 は職員

の 行動 と共有空間の 利用に つ い て 写真撮影 を行 っ た 。

3 ．調査対象概要

　調 査 対 象 とす る 市 民 課 の レ イ ア ウ トを 図 1 に 、第
・一

庁

舎基 礎 データ を表 1 、担 当係 と業 務 内容 を表 2 に 示 す。

共 有機器 、給湯

住民窓口担 当

個人 席　24

共用 業 務空 間

作業台

共用 机

庶 務担当

個人 席　4

管理 職

個人 席　4

応 接ス ペ ー
ス

図 1 ．執務 室 （市 民課）の レイ ア ウ ト 〔L5001

表 1 ．第
一

庁舎に お け る基 礎デー
タ

所在 地
長野県長野市大字鶴賀緑町

　 　 　 　 　1613

建築概要 設計 者 宮本忠長設計事務所

竣工 年 1965 年

延べ 床面積 12，196．53　  

職員数 約 530 名

表 2．各 担 当係 の 業 務 内容

係 名 業 務内 容

住民記録

　担当

証明書請求に 関

す る問い 合わせ

住 民 窓 ロ

　担当

窓 ロ に お け る齪

明 書発行

住民票の 写 し、戸 籍謄

抄 本、印鑑登 録証明

書、外国 人登録など

庶務担当 決済書類の 手 続き、庶務
戸籍記録

　 担 当
戸籍の 届出

戸籍 の 届 出、出 生届 、
死 亡 届、婚姻届など

郵送担当
郵 便に よ る証明

書請求

住民票の 写 し、戸籍謄

抄本、印鑑登 録証 明

書、外 国 人登録など
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4 ．調査結果

　 職員 に 対する ヒ ア リン グ調査、観察調 査 に よ っ て 以 下

の 結果 が得 られ た。

　   共 用 機器 ： 10 台 あ る戸籍 プ リン タは 7 ヶ 所 に点在 し

て お り、コ ピー機や FAX とい っ た他 の機 器類 や事務用 品

と共に設 置 され て い る （写 真 1 、2）。

　   個人 デ ス ク ：市民 課 職 員 の 個 人 デ ス ク 58席の うち、

住 民窓 口 担 当が 全 て 事 務 机 で あ るの に 対 し、戸籍記録担

当者 の 10 割お よ び住 民 記 録 担 当 は 3 割が デ ス ク トッ プ

PC を持 っ OA デス クに な っ て い る。住民窓 口 担当者席 は

観察調 査時 には 1名 の 滞在が 見 られ る の み で あっ た e （写

真 4）窓 口 と離れ て い る た め （図 1）、空きス ペ ー
ス にな

っ て い る と考 え られ る。しか し リス ニ ン グ 調査 に よ っ て 、

昼食時 に は OA デ ス ク職員 が集 ま る ＝ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の

場 と して 役立 っ て い る こ とが分 か っ た。ま た、戸 籍記録

担 当 で は 担 当者 17名 の うち係長 以 外 の 個 人 席の 席 替 え を

2 週 間 毎 に 実施 して い る。

　   共 用 業 務 空 間 ：作業 台 （写 真 5）、共 用 机 （写 真 6）

は 業務支援 を行 う空 間 と して 課 の 共 有空間 と し て 使 わ れ

て い る。窓 口 担 当、郵 送 担 当 、 庶 務担当の 接点 と なる 場

所 に 位置 し （図 1）、偶発 的な交流 を 生 む場 に な っ て い る

と考 え られ る
’6
。

　   リ フ レ ッ シ ュス ペ ース ：給湯 ス ペ ース （写真 7）は 観

察調 査 で は短 時 間
・単 独 目的で の 利用 が 見 られ た。リフ

レ ッ シ ュ ル ーム （写真 8） の利用 は観察調査 で は見 られ な

か っ たが 、リス ニ ン グ調 査 に よ っ て 休 憩 時 に の み 利用 さ

れ て い る こ とが分 か っ た。

5 ．考察

　 市 民課 職員 の 執務空 間の 共有 に つ い て は、個人 デ ス ク

の ノン テ リ トリアル 化が 見 られ た。また、課 の 中で ワ
ー

ク シ ェ ア を行 っ て お り、係 を超 えた仕事 の 環 境 が 整 っ て

い る とい える。コ モ ン ス ペ ース の 利 用 で は 、共有作業空

間が課 の マ グネ ッ トエ リア とな っ て い る。こ こ で は 偶発

的な機会 が 発 生 しや す ぐ G、職 員 間 の コ ミュニ ケー
シ ョ

ン 支 援 に 役 立 っ て い る と 考 え られ る。 しか しなが ら。
リ フ レ ッ シ ュ ス ペ ース や給湯ス ペ ース とい っ た イ ン

フ ォ
ーマ ル ス ペ ース では、目的達成 に よる行為 し

か 見られ て い な い 。そ の 原因 として 、 個人業務が

中心で ある こ とや、窓 口近くで はイ ン フ ォ
ー

マ ル

な活動が行 い に くい こ とが考えられ る。
6 ．今後の 課題

　本稿 に お い て、窓 口 業務 に お け る 市役所職 員 の 協働 と

機器 の 共 有利用 につ い て 調 査 を行 っ た。そ の 結果、係を

ま た い だ 職員間の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 見 られ た。今後、
ワーク ス タ イル 調査 を 行い 、協働 す る職員 をサ ポートす

る ワ
ー

ク ス ペ ー
ス づ く りを提 案 して い き た い 。
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